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太
古
も
暮
ら
し
や
す
い

藤
久
保
東
地
区

　

藤
久
保
東
地
区
は
、
区
画
整
理
事
業

が
進
み
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
時
代
を
遡

さ
か
の
ぼる

３
万
年
前

〜
１
万
２
千
年
前
の
旧
石
器
時
代
に
も

多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
列
島
は
環
境
が
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
藤
久
保
東

の
地
は
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
地
区
だ
け
で
４
つ
の
遺
跡
が

発
見
さ
れ
、
旧
石
器
時
代
の
生
活
跡
は

合
計
で
185
箇
所
、
石
器
や
焼
石
は
総
数

１
万
７
千
点
以
上
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま

す
。
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
埼

玉
県
最
大
級
で
、
開
発
さ
れ
ず
に
遺
跡

が
残
っ
て
い
た
な
ら
、
国
指
定
史
跡
に

な
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
内
最
古
の
藤
久
保
東
遺
跡
群

　

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
現
在
全
国

で
１
万
箇
所
が
知
ら
れ
ま
す
が
、
３
万

年
前
の
日
本
列
島
最
古
の
遺
跡
は
あ

ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
藤

久
保
東
遺
跡
群
で
は
全
国
で
も
珍
し

く
、
３
万
年
前
の
生
活
跡
が
３
箇
所
も

発
見
さ
れ
ま
し
た
（
藤
久
保
東
遺
跡
か

ら
２
箇
所
、
藤
久
保
東
第
二
遺
跡
か
ら

１
箇
所
）
。
刃
先
の
部
分
だ
け
を
磨
い

た
大
型
の
石
器
が
３
点
、
そ
の
他
に
は

ナ
イ
フ
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
石
器
や
、

長
さ
３
〜
４

ほ
ど
の
刺
突
具
の
よ
う

な
石
器
等
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
型
の
石
器
は
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
や
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
な
ど
を
解
体
す
る
道
具
、
小

型
の
刺
突
具
石
器
は
魚
な
ど
を
突
く
道

具
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

長
野
県
地
方
と
の
交
流
の
痕
跡

　

俣ま
た
の埜

遺
跡
か
ら
は
、
約
２
万
５
千
年

前
の
良
質
な
長
野
県
産
の
黒
曜
石
で
作

っ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
と
そ
の
製
作
跡
が

発
見
さ
れ
、
遠
く
長
野
方
面
と
の
交
流

が
想
像
さ
れ
ま
す
。
石
器
を
作
る
石
は
、

割
れ
方
が
鋭
い
材
質
が
好
ま
れ
、
黒
曜

石
だ
け
で
な
く
様
々
な
石
材
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
旧
石
器
人
の
行
動
力
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

余
儀
な
く
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
生
活

　

旧
石
器
時
代
は
気
候
的
に
は
氷
河
の

時
代
。
現
在
よ
り
冷
涼
で
平
均
気
温
は

３
度
く
ら
い
低
く
、
火
山
活
動
も
活
発

で
火
山
灰
が
常
に
降
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
地
下
の
赤
土
は
火
山
灰
が
風
化
し

て
で
き
た
も
の
。
当
時
の
気
候
条
件
は

悪
く
、
旧
石
器
時
代
の
狩
猟
生
活
は
不

安
定
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
藤
久
保
東
の

地
に
来
た
人
々
も
獲
物
が
移
動
し
て
し

ま
う
と
、
そ
の
獲
物
を
求
め
て
去
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
遺
跡
か
ら
キ
ャ
ン
プ
の

跡
は
発
見
さ
れ
て
も
、
定
住
し
た
住
居

跡
が
見
つ
か
ら
な
い
の
は
、
そ
う
し
た

環
境
が
背
景
に
あ
っ
た
た
め
で
す
。

石
焼
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い
う
調
理
方
法

　

約
１
万
８
千
年
前
の
地
層
か
ら
３

ｍ
く
ら
い
の
広
が
り
で
、
真
っ
赤
に
焼

け
た
河
原
石
が
集
中
し
て
何
箇
所
も
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
河
原
石
は
１
箇
所
で

３
千
個
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
焼

石
に
は
煤す

す

や
焦
げ
跡
も
見
ら
れ
、
熱
し

た
石
の
上
で
、
現
在
で
い
う
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
よ
う
に
魚
や
肉
を
焼
い
た
り
、

焚
火
の
煙
で
燻く

ん
せ
い製

し
、
保
存
食
を
作
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
冷
涼
な
氷

河
時
代
、
食
料
確
保
や
保
存
は
重
要
で

し
た
。
焼
け
た
河
原
石
の
集
中
は
、
藤

久
保
東
遺
跡
群
で
81
箇
所
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

江
川
は
遠
く

青
梅
か
ら
流
れ
て
き
た

　

藤
久
保
東
地
区
の
４
つ
の
遺
跡
は
、

ど
の
遺
跡
も
江
川
の
ほ
と
り
に
あ
り
ま

す
。
現
在
の
江
川
は
、
川
越
街
道
藤
久

保
交
差
点
東
側
の
湧
水
を
源
と
す
る
小

川
で
す
が
、
１
万
２
千
年
以
前
に
は
、

遠
く
青
梅
付
近
で
多
摩
川
か
ら
分
れ
、

所
沢
市
を
貫
い
て
現
在
の
江
川
に
つ
な

が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
地
質
学
と
考
古

学
の
研
究
か
ら
わ
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

旧
石
器
時
代
に
は
、
江
川
で
も
魚
の

遡そ
じ
ょ
う上

の
季
節
に
な
る
と
シ
ャ
ケ
や
マ
ス

な
ど
を
漁
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
時
の
河
原
跡
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
河
原
石
の
広
が
る
清
流
で
、
こ
の

付
近
で
は
珍
し
く
恵
み
豊
か
な
川
だ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
水
の
恵

み
を
求
め
て
旧
石
器
人
は
何
度
も
や
っ

て
来
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

← 

調
理
跡　

河
原
石
が
真
っ
赤
に
焼
け

て
い
ま
す
。
（
藤
久
保
東
遺
跡
）

← 

石
器
製
作
跡　

細
か
な
破
片
が
散
っ

て
い
ま
す
。
（
藤
久
保
東
遺
跡
）

　縄文時代中頃（約3,500年前）の土器です。俣埜遺跡では
他にも、縄文時代の集落跡や奈良・平安時代の製鉄作業場跡
などが見つかっています。（資料館に展示）

俣埜遺跡から出土した土器

→ 

藤
久
保
東
遺
跡
群
は
江
川
流
域
に
あ

る
４
つ
の
遺
跡
の
総
称
で
す
。

藤久保東周辺の遺跡分布図

→
狩
り
の
様
子
（
想
像
図
）

　

落
と
し
穴
を
掘
り
、
み
ん
な
で
追
い
込

ん
で
大
き
な
獲
物
を
捕
ら
え
て
い
た
よ
う

で
す
。

←
黒
曜
石
製
の
石
器
・
剥
片

　
（
俣
埜
遺
跡
・
資
料
館
に
展
示
）

→ 

約
３
万
年
前
の
石
器　

刃
先
が
磨
か

れ
て
い
ま
す
。
（
藤
久
保
東
遺
跡
）

　

藤
久
保
東
遺
跡
群
で
は
、
主
に
藤
久
保
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
に
先
立
つ

発
掘
調
査
や
、
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
多

く
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
、
皆
さ
ん
を
太
古

の
世
界
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

 

生
涯
学
習
課
（
内
線

・

）

歴
史
民
俗
資
料
館　

－

６
６
５
５

藤
久
保
に
眠
る
太
古
の
遺
跡

〜
江え

が
わ川

が
育
ん
だ
藤ふ

じ
く
ぼ
ひ
が
し

久
保
東
地
区
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
〜

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

旧
石
器
時
代
の
日
本
列
島

→
朝
鮮
半
島
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
な
ど
が
、

シ
ベ
リ
ア
大
陸
か
ら
マ
ン
モ
ス
な
ど
が
日

本
列
島
に
渡
り
、
広
が
り
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
館
内
く
ん
蒸

の
た
め
７
月
３
日

か
ら
６
日

ま

で
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

７
日

よ
り
通
常
ど
お
り
開
館
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

２
５
８

６
６
５
５

　

FAX
２
５
８

８
４
６
６

　

 

※
臨
時
休
館
中
の
電
話
対
応
は
で

き
ま
せ
ん
。

体
力
測
定
会

　

何
と
な
く
感
じ
て
い
る
日
頃
の
運

動
不
足
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
体
力

を
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

日 

時　

６
月
24
日

、
午
前
10
時
〜

12
時

場 

所　

三
芳
町
体
育
館
３
Ｆ
・
多
目

的
室

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

測
定
項
目

▼ 

身
体
測
定
／
血
圧
、
安
静
時
脈
拍

数
、
努
力
性
肺
活
量
、
身
長
、
体

重
、
体
脂
肪
率

▼ 
体
力
測
定
／
握
力
、
垂
直
と
び
、

全
身
反
応
時
間
、
閉
眼
片
足
立
ち

体
前
屈
、
上
体
起
こ
し

問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

２
５
８

０
３
７
１

　

FAX
２
５
８

０
２
９
２

ゆ
か
た
の
着
付
け
講
座

日 

時　

６
月
30
日

、
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

場
所　

竹
間
沢
公
民
館

定
員　

15
名
（
初
心
者
）

　

※
先
着
順

申
込
み
締
切　

６
月
20
日

ま
で

持
ち
物　

　

 

ゆ
か
た
、
肌
襦
袢
、
裾
除
け
（
ひ

ざ
丈
の
ペ
チ
コ
ー
ト
、
キ
ャ
ミ

ソ
ー
ル
）
ま
た
は
、
ゆ
か
た
ス
リ

ッ
プ
、
伊
達
締
め
、
腰
ひ
も
（
３

本
）
、
帯
板
、
半
巾
帯
、
タ
オ

ル
（
２
枚
）
、
ウ
エ
ス
ト
ベ
ル
ト

（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

　

 

※
補
正
用
具
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

竹
間
沢
公
民
館

　

２
５
９

８
３
１
１

　

FAX
２
５
９

８
３
４
５

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲載した石器や土器は歴史民俗資料館に展示されています。



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １０：００～１８：００

護
の
体
験
や
、
手
話
を
学
ぶ
「
福
祉
体

験
」
。
学
年
ご
と
に
様
々
な
体
験
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
「
言

葉
・
ふ
れ
あ
い
」
を
重
視
し
「
伝
え
合

う
」
こ
と
を
高
め
て
い
る
こ
と
。
９
月

上
旬
の
土
曜
日
に
保
護
者
・
小
学
生
・

地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
て
「
全
体
発

表
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
発
表
会

で
は
、
様
々
な
発
表
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

自
分
の
「
言
葉
」
で
自
分
の
考
え
を
発

信
し
ま
す
。
ま
た
、
体
験
先
で
の
あ
い

さ
つ
、
質
問
な
ど
の
会
話
、
電
話
で
の

応
対
な
ど
を
と
お
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
め
て
い
ま
す
。

  

「
体
験
」
を
重
視
し
た
学
習
で
は
、

自
然
や
社
会
、
文
化
や
歴
史
に
接
す

る
こ
と
や
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

人
々
の
技
や
生
き
方
に
ふ
れ
る
こ
と
か

ら
、
知
的
好
奇
心
を
育
て
る
こ
と
や
働

く
こ
と
の
尊
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
言
葉
」
は
、
他
者
を
理
解
し
、
自
分

を
表
現
し
、
社
会
と
対
話
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
り
、
家
族
、
友
だ
ち
、
学
校
、

社
会
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
思
考
力
や
感
受
性
を
支
え
知
的
活

動
、
感
性
、
情
緒
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
基
盤
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
・
支
え
が
な
く
て
は
、

成
り
立
た
な
い
学
習
で
す
。
地
域
の
中

の
学
校
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

見
守
り
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

三
芳
中
学
校
で
は
、
学
校
教
育
目
標

の
具
現
化
を
目
指
し
、
「
三
芳
町
を
愛

す
る
こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目

指
す
」
と
い
う
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
ね
ら
い
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

で
テ
ー
マ
を
決
め
て
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。
各
学
年
の
テ
ー
マ
は
、
１
年
生

が
「
三
芳
町
の
伝
統
と
文
化
」
、
２
年

生
が
「
三
芳
町
の
産
業
」
、
３
年
生
が

「
私
た
ち
の
福
祉
」
。
こ
れ
ら
の
テ
ー

マ
を
基
に
各
自
が
課
題
を
設
定
し
、
探

求
活
動
の
計
画
や
発
信
の
方
法
を
考
え

て
学
習
を
進
め
ま
す
。

　

三
芳
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
学
習
に
は
、
い
く
つ
か
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
集
中
方

式
で
学
習
を
進
め
て
い
る
こ
と
。
３
日

間
連
続
し
て
、
地
域
に
出
か
け
て
体
験

活
動
や
探
求
・
調
査
活
動
を
自
由
に
楽

し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
目

は
、
「
体
験
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
。

１
年
生
で
は
、
三
芳
町
の
伝
統
・
文
化

で
あ
る
「
竹
間
沢
車
人
形
や
お
囃
子
等

の
体
験
」
。
２
年
生
で
は
、
三
芳
町
の

特
産
で
あ
る
芋
や
野
菜
を
生
産
す
る
農

家
に
行
き
農
作
業
を
体
験
す
る
な
ど
、

様
々
な
職
種
で
の
「
職
場
体
験
」
。

３
年
生
で
は
、
福
祉
施
設
に
行
き
、
介

教育トピックス

診断基準　※ は必須、 ～ の内容の内２つ以上当

てはまる場合。

胴囲（へそ周り）   男性：85 以上

女性：90 以上

中性脂肪　　　　　　　150 / 以上

HDLコレステロール　　  40 / 未満

血圧　　　　　　130/85 Hg以上

空腹時血糖　　　　　　110 / 以上

　このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。
問い合わせ　スポーツ振興課　 258－0371

第１回～メタボリックシンドローム～
　内臓脂肪蓄積により、さまざまな病気が引き起こされた状態
を「メタボリックシンドローム」と呼び、該当者数の多さから、
近年国民病とも言われています。
　三芳町総合体育館では、フィットネスルームのトレーニング
マシーンやマッサージチェア、各種スタジオレッスンで、「メ
タボ」の予防・改善に効果的な運動が可能です。

教えて！予防・改善法
　「メタボリックシンドローム」の予防・改善には、運動・休養（リラ
ックス）・食事の３つがポイントになります。
　運動は有酸素運度、筋力トレーニングをバランス良く取り入れる
ことが効果的です。脂肪を燃焼させてくれる有酸素運動は、１日３０
分を目安にすると良いでしょう。また、基礎代謝を上げて、脂肪が燃
えやすい体質にするための筋力トレーニングも効果的です。
　運動したら休養（リラックス）することも必要です。しっかり身体
を休めましょう。
　一気に運動したり、過度な食事制限をしても効果は長続きしませ
ん。毎日自分のできる範囲で無理なく続けることが成功の近道です。

《少人数制レッスン》

少人数制のグループレッスンで、

一人ひとりにより細やかな指導と、

充実したレッスンが受けられます。

料金：4,000円/8回

予約方法：電話または来館

予約開始日：6/6 　午前10時～

レッスン名　 日程　 時間　 担当

インストラクター　 会場　 定員

［1］ 親子ビクス　 7/10.16.24.31　8/7.21.28　9/11  10:30
　　～ 11:30　 戸井　 武道場　 20 組
［2］ 癒しのヨガ　 7/3.10.24.31　8/7.21.28　9/11　 11:15
　　～ 12:15　 大塚 　 多目的室　 10 名
［3］ 太極拳（初級） 7/3.10.24.31　8/7.21.28　9/11  14:30
　　～ 15:30　 北　 武道場 　 10 名
［4］ らくらく健康体操　 7/5.12.19.26　8/2.9.23.30　
　　 11:15 ～ 12:15　 溝越　 武道場　 10 名
［5］ パワーヨガ　 7/5.12.19.26　8/2.9.23.30　 14:45 ～　
　　15:45　 嶋岡　 武道場　 10 名
［6］ 健康ヨガ　 7/6.13.20.27　8/3.10.17.24　 11:15 ～　
　　12:15　 床井　 武道場　 10 名

三
芳
中
学
校
の

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
雨
も
ま
た
楽
し
」

【
一
般
書
】 

雨あ
ま
ご
い恋

　

ぼ
く
が
留
守
を
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
マ
ン

シ
ョ
ン
は
猫
と
幽
霊
付
き
で
し
た
。
雨
の
日
に
し

か
現
れ
な
い
幽
霊
の
彼
女
と
親
し
く
な
る
に
つ
れ

て
、
そ
の
姿
さ
え
か
な
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
彼
女
の
自
殺
状
況
が
明
ら
か
に
な
る

に
従
い
、
複
雑
な
人
間
関
係
が
パ
ズ
ル
の
よ
う
に

解
け
て
い
き
ま
す
。
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
シ
ュ
ー
ル

な
こ
の
小
説
は
雨
天
時
に
お
勧
め
で
す
。

【
一
般
書
】 

雨
の
く
に

　

表
情
豊
か
な
雨
を
楽
し
め
る
日
本
に
い
る
こ
と

の
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
る
写
真
集
で
す
。

　

雨
の
中
の
桜
、
ア
ジ
サ
イ
が
静
か
に
た
た
ず

む
風
情
に
趣
が
あ
り
ま
す
。
初
夏
の
雨
は
新
緑
の

清
涼
感
を
一
層
際
立
た
せ
、
生
命
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
民
家
に
降
る
雨
は
生
活
に
優
し
さ
と
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ス
ス
キ
に
宿
る
雨
粒
は
ク

リ
ス
タ
ル
。
コ
ス
モ
ス
は
そ
の
可
憐
さ
を
ア
ピ
ー

ル
。
秋
雨
は
ど
こ
か
淋
し
げ
。
草
木
枯
れ
る
冬
の

雨
は
全
て
を
眠
り
に
誘
い
ま
す
。

【
児
童
書
】 

あ
め
ふ
り
ー
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
ー

　

長
雨
が
続
き
、
う
ん
ざ
り
し
た
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
空
の
雷
に
時
々
雨
を
休
ん
で
く
れ
と
頼
ん
で
み

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
返
っ
て
き
た
の
は
「
や
な
こ
っ

た
」
と
い
う
声
と
、
す
ご
い
大
雨
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に
唐
辛
子
入
り

の
焚
き
火
で
辛
い
煙
を
猛
烈
に
立
ち
上
げ
て
、
雲
の

上
の
雷
ど
も
を
こ
ぞ
っ
て
落
下
さ
せ
て
し
ま
っ
た
か

ら
、
さ
あ
大
変
。
多
く
の
読
者
に
長
年
愛
さ
れ
て
き

た
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
、
す
か
っ
と
す
る
絵
本
で
す
。

さとうわきこ

作・絵

福音館書店

1987年９月刊

請求番号

えほん「あ」

【
児
童
書
】 

雨
ふ
り
マ
ウ
ス

　

一
家
で
新
築
の
建
売
住
宅
に
越
し
て
き
た
ミ
キ

ト
が
、
あ
る
日
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
ソ
フ
ァ

に
薄
緑
色
の
服
を
着
た
女
性
が
座
っ
て
い
て
「
お

か
え
り
」
と
言
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
、
ミ

キ
ト
だ
け
に
姿
が
見
え
る
女
性
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
日
以
降
、
雨
の
日
に
ミ
キ
ト
の
家
に

こ
と
ば
を
話
す
ね
ず
み
た
ち
が
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
推
理
仕
立
て
の
構
成
と
、
社
会
問
題

を
絡
め
た
結
末
で
う
な
ら
せ
る
児
童
文
学
。

竹 下 文 子 　文

植 田 真 　絵

アリス館

2000年５月刊

請求番号　913タ

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム

絵本・紙芝居・手遊びなどで、楽しく本を
紹介します。
　第 ・ 金曜日 ～  １・２歳～
　　　　　　　 ～  ３歳～
　第 ・ 火曜日 ～  ４～８歳

かにかにこそこそ（第３水曜日/大人対象）
　 ～ 　（ 昔話などを覚えて語る

練習会）

〈竹間沢分館〉
竹間沢ぐりぐらタイム（第4火曜日）

　 ～ 　１歳～
◆スイミーおはなし会（第2水曜日）
　 ～ 　４歳～小学生

6月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

◆

休 休

休

休 休 休休

休

休

休

　

昭
和
30
年
代
ま
で
、
麦
は
三
芳
の

主
要
な
農
作
物
の
一
つ
で
し
た
。
し

か
し
、
現
在
で
は
作
付
け
総
面
積
の

う
ち
出
荷
さ
れ
る
の
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
大
部
分
は
畑

の
土
の
飛
散
防
止
や
緑
肥
と
し
て
植

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た

麦
の
収
穫
と
そ
れ
に
関
連
す
る
年
中

行
事
は
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
「
鎌
洗
い
」
は
カ

リ
キ
リ
・
カ
マ
カ
ケ
と
も
呼
ば

れ
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
麦
刈
り
の
終
わ
っ
た

鎌
を
洗
い
、
箕
（
み
）
に
収
め
て
お

神
酒
・
ま
ん
じ
ゅ
う
・
う
ど

ん
を
お
供
え
し
、
灯
明
を
灯

し
ま
す
。
こ
の
日
は
う
ど
ん

を
食
べ
て
収
穫
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
の
早

朝
に
は
屋
敷
の
門
口
で
麦
わ

ら
（
ノ
ゲ
）
を
焚
く
「
門
火

（
か
ど
び
）
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
ノ
ゲ
ノ
イ
ブ
シ
と
も
言

う
こ
の
行
為
は
、
焚
き
火
の

煙
で
お
尻
を
あ
ぶ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
年
の
無
病
息
災
を
願
い

ま
す
。
こ
の
日
は
ブ
ッ
ク
ル
ミ
ダ
ン

ゴ
（
ア
ン
コ
を
ま
ぶ
し
た
小
麦
粉
の

団
子
）
を
食
べ
ま
し
た
。
門
火
の
由

来
と
し
て
、
昔
、
征
夷
大
将
軍
の
坂

上
田
村
麻
呂
が
東
北
遠
征
の
帰
路
に

こ
の
辺
り
を
通
っ
た
時
、
雪
が
降
っ

て
大
変
寒
か
っ
た
の
で
、
村
の
人
々

が
門
口
に
火
を
焚
い
て
も
て
な
し
た

と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
年
中
行
事

の
中
に
は
、
機
械
化
さ
れ
る
以
前
の

農
業
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
鎌
洗
い

（
カ
リ
キ
リ
）
に
は
、
道
具
を
大
切

に
し
道
具
に
感
謝
す
る
と
い
う
、
現

在
の
私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
し
ま
っ

た
心
の
文
化
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

鎌洗い（カリキリ）

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

佐 藤 秀 明 　著

ピエ・ブックス

2004年６月刊

請求番号　L748

松 尾 由 美 　著

新潮社

2005年１月刊

請求番号　

913マツオ

第
２
回
〜
麦
刈
り
と
年
中
行
事
〜


